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議
員

①
上
下
水
道
の
4
年
後
の

耐
震
化
率
の
目
標
は
ど
う
か
。
②

長
寿
命
化
の
方
法
は
ど
う
か
。

水
道
部
長

①
上
水
道
の
耐
震
化

率
の
目
標
は
基
幹
管
路
が
約
95
％
、

全
管
路
は
約
50
％
。
②
施
設
の
予

防
保
全
的
な
補
修
等
を
実
施
し
、

長
寿
命
化
を
図
る
。

都
市
整
備
部
長

①
下
水
道
の
耐

震
化
率
目
標
は
約
13.5
％
だ
が
、
長

寿
命
化
対
策
で
も
耐
震
化
を
進
め

る
。
②
施
設
の
予
防
保
全
的
な
措

置
を
行
い
、
長
寿
命
化
を
図
る
。

議
員

①
認
可
保
育
園
の
整
備
目

標
は
ど
う
か
。
②
病
児
保
育
を
実

施
す
る
施
設
と
開
設
年
度
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

①
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
を
基
本
に
進

め
る
が
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
動
向
等

に
よ
っ
て
適
宜
目
標
を
修
正
し
、

対
応
す
る
。
②
医
療
機
関
併
設
型

や
保
育
所
併
設
型
で
協
議
を
進
め
、

速
や
か
に
実
施
し
た
い
。

議
員

①
小
・
中
学
校
ト
イ
レ
の

改
修
の
進
め
方
は
ど
う
か
。
②
西

小
ト
イ
レ
の
臭
気
対
策
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

①
各
校
男
女
一
か
所

ず
つ
の
ト
イ
レ
室
の
便
器
交
換
や

床
の
乾
式
化
等
、
環
境
改
善
を
図

る
。
②
清
掃
方
法
を
見
直
し
、
専

用
薬
剤
に
よ
る
清
掃
に
変
更
す
る
。

議
員

地
域
密
着
型
介
護
施
設

（
ミ
ニ
特
養
）
の
整
備
に
つ
い
て
、

①
県
内
で
の
整
備
状
況
は
ど
う
か
。

②
市
の
助
成
等
を
考
え
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

①
本
年
4
月
現

在
、
県
内
に
35
施
設
が
あ
る
。
②

県
の
基
金
を
活
用
し
た
補
助
金
の

他
、
特
養
ホ
ー
ム
用
地
確
保
奨
励

金
交
付
基
準
の
緩
和
も
検
討
す
る
。

議
員

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
で

の
発
行
に
つ
い
て
、
①
県
内
の
実

施
自
治
体
及
び
発
行
方
法
は
ど
う

か
。
②
店
員
に
個
人
情
報
が
漏
れ

る
心
配
は
な
い
か
。
③
コ
ン
ビ
ニ

に
払
う
委
託
料
は
ど
う
か
。
④
市

民
が
払
う
手
数
料
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

①
5
団
体
が
実

施
。
住
民
が
利
用
登
録
し
た
住
基

カ
ー
ド
を
用
い
て
コ
ン
ビ
ニ
に
設

置
さ
れ
て
い
る
端
末
を
操
作
し
、

住
民
票
等
を
取
得
す
る
。
②
情
報

が
店
員
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な

い
。
③
1
通
123
円
。
④
現
在
検
討

中
。

議
員

三
世
代
ふ
れ
あ
い
家
族
住

宅
取
得
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
①

内
容
は
ど
う
か
。
②
実
施
時
期
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長

①
子
育
て
世
帯

が
親
世
帯
と
同
居
又
は
近
接
に
居

住
す
る
た
め
の
住
宅
の
購
入
等
に

補
助
す
る
。
②
今
年
度
中
に
実
施
。

議
員

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
か
け
る

市
長
の
思
い
を
聞
き
た
い
。

市
長

2
期
8
年
の
「
あ
っ
た
か

市
政
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

こ
う
と
、
3
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
37

の
推
進
項
目
を
掲
げ
た
が
、
そ
れ

を
含
め
て
、
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
、

豊
か
な
暮
ら
し
が
実
現
し
て
い
く

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
長
の
３
期
目
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

しむら　しげる

○ここに掲載されている質問と答弁の内容は要約しています。

６月定例会では７月１・２・３日

の３日間で12人の議員が、市政に

対する一般質問を行いました。

川口市内にあるミニ特養
「特別養護老人ホームくすのき」
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議
員

現
在
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
中
の
中
央
小
学
校
、
東
小

学
校
の
よ
う
に
留
守
家
庭
児

童
指
導
室
に
活
用
で
き
る
教

室
が
ほ
か
の
小
学
校
に
も
存

在
す
る
か
、
教
育
委
員
会
で

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

教
育
委
員
会
で

は
、
学
校
施
設
の
配
置
状
況

等
に
つ
い
て
、
毎
年
度
実
施

し
て
い
る
国
の
公
立
学
校
施
設
の

実
態
調
査
に
よ
り
把
握
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
学
年
ご

と
の
学
級
数
の
変
動
に
お
け
る
普

通
教
室
や
、
学
習
内
容
や
指
導
方

法
の
多
様
化
に
対
応
し
た
少
人
数

指
導
学
習
等
に
活
用
す
る
一
時
的

余
裕
教
室
な
ど
、
既
存
教
室
の
配

置
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
と
協
議
、
連
携
を
し
な
が
ら

把
握
に
努
め
て
い
る
。

議
員

保
育
園
の
不
足
が
叫
ば
れ
、

本
市
で
も
保
育
園
の
定
員
が
拡
大

さ
れ
て
い
る
が
、
保
育
園
児
た
ち

が
進
学
す
れ
ば
、
留
守
家
庭
児
童

指
導
室
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。

小
学
生
の
放
課
後
の
安
全
を
考
え

る
と
校
舎
内
へ
の
留
守
家
庭
児
童

指
導
室
の
整
備
、
拡
充
は
と
て
も

重
要
だ
と
考
え
る
。
市
当
局
か
ら

教
育
委
員
会
に
協
力
要
請
が
あ
っ

た
場
合
、
積
極
的
に
応
じ
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長

今
後
も
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
教
育
委
員
会
、
学
校
、

担
当
部
局
の
三
者
が
連
携
し
て
協

議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

実
情
や
ニ
ー
ズ
に
か
ん
が
み
、
個

別
案
件
ご
と
に
応
じ
て
い
き
た
い
。

議
員

政
府
地
震
調
査
委
員
会
か

ら
、
大
地
震
で
強
い
揺
れ
に
襲
わ

れ
る
確
率
を
示
し
た
全
国
地
震
動

予
測
地
図
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

関
東
地
方
で
は
確
率
が
大
き
く
上

昇
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
警
戒
が

必
要
で
あ
る
。
市
立
病
院
が
平
成

10
年
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
結

果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

市
庁
舎
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

病
院
事
務
局
長

患
者
様
が
安
心

し
て
受
診
で
き
る
環
境
整
備
の
重

要
性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
第
二
次
経
営
改
革
プ
ラ
ン

行
動
計
画
の
取
り
組
み
項
目
と
し

て
、
院
内
に
建
物
の
耐
震
化
及
び

老
朽
化
へ
の
対
応
を
検
討
す
る
組

織
を
設
け
、
今
後
の
建
物
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。

総
務
部
長

市
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

市
民
及
び
職
員
の
人
命
を
第
一
に

考
え
、
平
成
23
年
度
に
軸
耐
力
補

強
等
工
事
を
実
施
し
た
。
今
後
は

今
年
度
作
成
す
る
公
共
施
設
等
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
を
受
け
、
28
年

度
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
策
定
に
お
い
て
、
市
庁
舎
を
含

め
た
公
共
施
設
の
総
合
的
、
か
つ

計
画
的
な
管
理
を
検
討
し
た
い
。

ほ
か
に

「
脱
原
発
を
め
ざ
す
首

長
会
議
」
に
つ
い
て
質
問
。

議
員

市
民
公
園
で
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
利
用
に
よ
る
苦
情
が
増
え
て

い
る
。

都
市
整
備
部
長

近
隣
住
民
に
と

っ
て
は
深
刻
な
問
題
な
の
で
、
注

意
喚
起
看
板
の
設
置
や
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
引
き
続
き
マ
ナ
ー
向
上

に
向
け
て
周
知
を
図
り
た
い
。

議
員

2004
年
度
は
5
千
人
弱
の
利

用
者
が
、
2014
年
度
は
2
万
8
千
人

に
も
な
り
、
住
民
の
我
慢
も
限
界

だ
。
①
申
し
込
み
の
際
の
文
書
や

設
置
看
板
の
改
善
を
求
め
る
。
②

努
力
し
て
も
苦
情
が
減
ら
な
け
れ

ば
、
規
制
も
必
要
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

①
議
員
か
ら
提

案
の
あ
っ
た
、
申
し
込
み
時
の
文

面
の
（
住
民
の
苦
情
が
多
く
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
の
主
旨
へ

の
）
変
更
、「
許
可
を
得
た
者
以
外

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
禁
止
」
の
看

板
設
置
を
検
討
し
た
い
。
②
全
面

的
な
禁
止
、
利
用
者
や
エ
リ
ア
の

制
限
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
町

会
な
ど
地
域
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
員

生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
費

が
今
年
7
月
か
ら
見
直
し
に
な
る

が
、
当
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

2
人
世
帯
の
月

額
扶
助
限
度
額
が
6
万
2
千
円
か

ら
5
万
7
千
円
に
減
額
と
な
る
。

6
月
1
日
現
在
、
2
人
世
帯
は
189

世
帯
で
、
う
ち
5
万
7
千
円
超
の

賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
世
帯
は

117
世
帯
で
あ
る
。

議
員

経
過
措
置
は
ど
の
よ
う
か
。

対
象
世
帯
へ
の
て
い
ね
い
な
説
明

と
、
病
弱
者
な
ど
の
い
る
世
帯
へ

は
旧
基
準
額
の
支
給
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長

7
月
1
日
以
降

の
賃
貸
契
約
満
了
月
ま
で
、
旧
基

準
額
の
支
給
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
基
準
額
を
超
え
て
い
る
受
給
世

帯
は
）
家
賃
の
減
額
交
渉
を
し
て

い
た
だ
き
、
減
額
で
き
な
い
場
合

は
転
居
指
導
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

転
居
に
よ
っ
て
自
立
を
阻
害
す
る

恐
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
旧
基

準
額
の
支
給
と
な
る
が
、
市
域
の

狭
い
当
市
で
は
、
適
用
は
ご
く
少

数
に
限
定
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

当
事
者
が
家
主
等
と
家
賃

交
渉
を
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
も

あ
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

受
給
者
に
お
渡

し
す
る
通
知
を
、
受
給
者
が
家
主

に
見
せ
る
こ
と
な
ど
で
、
家
主
の

理
解
を
得
て
ほ
し
い
。

議
員

減
額
で
き
ず
に
転
居
と
な

る
場
合
、
住
宅
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
事
業
を
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
部
長

独
力
で
の
転
居

が
困
難
な
状
況
を
考
慮
し
、
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
世
帯
に
は
、
当

事
業
で
支
援
し
て
い
く
。

ほ
か
に

「
投
票
所
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
と
投
票
率
向
上
」
に
つ
い
て

質
問
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
利
用
者
の

マ
ナ
ー
向
上
を

かじわら　ひであき

「
学
校
を
活
用
し
て
の
学
童

室
増
設
」
に
つ
い
て

こばやし　りき

○より詳細な内容は蕨市ホームページの「蕨市議会」からご覧になることができます。

ルールを守って公園を
利用しましょう（市民公園）
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か
に

一刻も早く全小学校に学童保育室を！

市
庁
舎
及
び
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立
病
院
の
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震
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い
て

住
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扶
助
費
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見
直
し
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ほ
か
に
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議
員

初
期
消
火
に
効
果
が
あ
る

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
自
主
防
災
会

へ
の
普
及
活
用
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

本
年
の
総
合
防

災
演
習
に
お
い
て
、
ス
タ
ン
ド
パ

イ
プ
操
作
訓
練
を
実
施
し
、
展
示

す
る
予
定
で
あ
る
。
自
主
防
災
会

が
独
自
に
操
作
訓
練
す
る
場
合
、

消
防
本
部
が
訓
練
指
導
を
行
う
。

こ
れ
ら
の
訓
練
等
を
通
じ
て
、
参

加
者
の
方
々
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
普
及
の
方
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

減
災
に
つ
な
が
る
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
内
容
と
普
及
促
進
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

検
知
し
た
震
度

が
設
定
し
た
値
を
超
え
た
と
き
、

自
動
的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
ス
イ
ッ
チ

を
切
り
、
電
力
復
旧
後
の
通
電
火

災
を
防
ぐ
装
置
で
あ
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
出
前
講
座
、
総
合
防
災

演
習
等
で
啓
発
し
て
い
く
。

議
員

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
利
用
状

況
と
マ
ナ
ー
に
関
す
る
適
正
管
理

は
で
き
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
平
成
26
年
度
の
申
請
件
数
は

2
千
83
件
で
、
利
用
人
数
は
2
万

8
千
368
人
で
あ
り
、
年
々
増
加
の

傾
向
に
あ
る
。
利
用
者
の
マ
ナ
ー

の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
注
意
喚
起

看
板
の
設
置
や
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
チ

ラ
シ
の
配
布
な
ど
を
行
い
、
マ
ナ

ー
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

議
員

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
利
用
廃
止

を
求
め
る
近
隣
住
民
か
ら
の
要
望

に
対
し
て
、
市
の
考
え
方
は
ど
の

よ
う
か
。

都
市
整
備
部
長

平
成
13
年
か
ら

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
利
用
を
許
可
し

て
き
た
が
、
利
用
者
に
喜
ば
れ
、

地
域
に
定
着
し
て
き
た
一
方
、
に

お
い
や
煙
、
ご
み
の
放
置
な
ど
に

対
し
て
周
辺
住
民
か
ら
苦
情
も
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
マ
ナ

ー
向
上
に
一
層
努
め
、
今
後
の
利

用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
町
会
等

地
域
の
方
々
に
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

議
員

ル
ー
ト
拡
充
の
考
え
方
と

実
施
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。
ま

た
、
南
町
3
丁
目
町
会
会
館
前
な

ど
に
バ
ス
停
設
置
要
望
等
が
あ
る

が
、
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
。

市
民
生
活
部
長

今
後
は
、
バ
ス

の
運
行
台
数
を
現
行
の
3
台
か
ら

4
台
へ
の
増
加
や
逆
回
り
運
行
を

含
め
た
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
検
討

す
る
。
今
後
、
今
ま
で
い
た
だ
い

て
い
る
市
民
要
望
も
含
め
、
検
討

を
進
め
て
い
く
。

ほ
か
に

「
高
齢
者
福
祉
・
介
護

保
険
事
業
」
に
つ
い
て
質
問
。

議
員

蕨
市
自
転
車
安
全
利
用
条

例
で
は
、
学
校
の
自
転
車
安
全
教

育
を
促
し
、
自
転
車
損
害
保
険
等

加
入
の
努
力
義
務
を
う
た
っ
て
い

る
が
、
児
童
・
生
徒
の
加
入
状
況

を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

保
護
者
に
対
し
、

高
額
賠
償
事
例
の
紹
介
な
ど
を
行

い
、
加
入
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
現
時
点
で
は
加
入
状
況

等
は
把
握
し
て
い
な
い
。

議
員

県
下
に
お
い
て
、
杉
戸
町

が
3
年
前
か
ら
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
が
自
転

車
事
故
で
加
害
者
と
な
っ
た
と
き

の
賠
償
責
任
保
険
（
被
害
者
死
亡

の
場
合
、
限
度
額
1
億
円
）
と
し

て
、
一
人
当
た
り
年
額
650
円
の
保

険
料
を
町
が
全
額
負
担
す
る
と
い

う
事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
当

市
で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

1
人
で
も
多
く

の
方
に
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
自
転
車
損
害
保
険
等
へ
の
加

入
促
進
に
つ
い
て
、
啓
発
の
強
化

を
図
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
条
例
の

規
定
に
基
づ
く
自
主
的
な
加
入
を

促
し
て
い
き
た
い
。

議
員

築
35
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
著
し
い
市
民
体
育
館
等
の
耐

震
診
断
の
結
果
と
今
後
の
大
規
模

改
修
工
事
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

耐
震
診
断
結
果
に
つ

い
て
は
、
構
造
躯
体
で
あ
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
及
び
主
に
3

階
ア
リ
ー
ナ
の
壁
と
な
っ
て
い
る

鉄
骨
部
に
お
い
て
耐
力
不
足
が
生

じ
て
お
り
、
補
強
が
必
要
で
あ
る

と
の
診
断
結
果
が
出
て
い
る
。
こ

う
し
た
耐
震
診
断
の
結
果
を
含
め
、

施
設
全
体
の
雨
漏
り
対
策
や
空
調

設
備
の
入
れ
か
え
な
ど
、
老
朽
化

に
伴
う
改
修
工
事
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
財
政

状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
計
画
的

に
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員

蕨
市
議
会
議
員
選
挙
が
過

去
最
低
投
票
率
44.45
％
と
な
っ
た

要
因
と
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題

は
何
か
。
ま
た
、
18
歳
投
票
権
の

課
題
と
対
策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

投
票

率
は
選
挙
へ
の
関
心
度
、
投
票
日

の
天
候
な
ど
に
左
右
さ
れ
、
一
概

に
分
析
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

市
長
選
挙
が
無
投
票
に
な
り
、
同

時
選
挙
の
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。
18
歳
投
票
権
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
埼
玉
県
選
挙
管
理

委
員
会
が
説
明
会
の
開
催
を
検
討

し
て
お
り
、
そ
の
内
容
等
を
踏
ま

え
、
適
宜
適
用
し
て
い
き
た
い
。

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
率
先
し
て

自
転
車
損
害
補
償
保
険
等
に
加
入
を
！

いちのせき　かずいち

防
火
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

たかはし　えつろう

○ここに掲載されている質問と答弁の内容は要約しています。

昨年10月に実施された自転車運転免許講習会（中央東小学校）

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

ほ
か
に

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
公
園
の

環
境
保
全
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ぷ
ら
っ
と
わ

ら
び
」
の
ル
ー
ト
拡
充
に
つ
い
て

市
民
体
育
館
等
の
大
規
模

改
修
工
事
に
つ
い
て

蕨
市
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

及
び
18
歳
投
票
権
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

教
育
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

災害対策として感震ブレーカー（左）と
スタンドパイプ（右）の普及啓発を
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議
員

本
市
に
は
朝
鮮
学
校
の
生

徒
保
護
者
へ
の
補
助
金
制
度
が
あ

る
。
拉
致
問
題
解
決
に
向
け
て
の

国
の
方
針
は
国
際
社
会
の
協
力
を

得
て
、
北
朝
鮮
に
強
く
圧
力
を
掛

け
つ
つ
対
話
を
続
け
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
県
も
こ
の
方
針
に
従

っ
て
、
朝
鮮
学
校
へ
の
補
助
金
を

既
に
廃
止
し
て
い
る
。
本
市
も
廃

止
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
今
後
も
継
続
す
る
な
ら
ば

合
理
的
な
理
由
の
説
明
を
求
め
る
。

教
育
部
長

本
補
助
金
制
度
は
、

平
成
2
年
9
月
議
会
で
、
全
員
異

議
な
く
採
択
さ
れ
た
「
埼
玉
朝
鮮

学
園
に
通
学
し
て
い
る
蕨
市
在
住

の
初
・
中
学
生
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
」
の
陳
情
書
の
採
択
結
果

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
等
し
く
教
育
を

受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に

継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員

こ
の
よ
う
な
補
助
金
は
止

め
る
べ
き
と
い
う
市
民
感
情
に
つ

い
て
は
認
識
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長

あ
く
ま
で
も
子
ど
も

の
教
育
を
受
け
る
権
利
と
い
う
観

点
か
ら
判
断
し
て
い
る
。

議
員

市
長
は
公
約
と
し
て
「
錦

町
区
画
整
理
の
促
進
」
を
掲
げ
続

け
て
い
る
。
予
算
編
成
権
を
持
つ

市
長
公
約
は
、
単
な
る
「
頑
張
り

ま
す
」
と
い
う
決
意
表
明
、
努
力

目
標
で
は
な
く
、
具
体
的
な
数
値

目
標
を
伴
う
べ
き
で
あ
る
。
今
任

期
4
年
間
で
、
具
体
的
に
何
を
ど

う
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
か
。

都
市
整
備
部
長

新
た
な
指
標
と

し
て
整
備
面
積
を
使
用
し
、
4
年

間
で
約
3.1
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
の
51.7

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
目
標
と
し
て
事
業

の
計
画
的
な
推
進
に
努
め
る
。

議
員

本
市
全
体
の
消
費
拡
大
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
事

業
で
あ
り
、
原
資
は
全
額
が
国
か

ら
の
交
付
金
に
よ
る
。
そ
れ
ら
は

元
々
私
達
一
人
一
人
、
一
社
一
社

の
税
金
で
あ
る
以
上
、
出
来
る
だ

け
公
平
に
、
無
駄
が
生
じ
な
い
よ

う
に
、
効
果
を
極
大
化
す
る
よ
う

に
や
っ
て
ほ
し
い
。
商
品
券
を
使

え
る
お
店
の
登
録
料
・
換
金
手
数

料
の
負
担
が
、
蕨
商
工
会
議
所
非

加
盟
事
業
者
に
と
っ
て
重
く
、
不

公
平
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

市
民
生
活
部
長

商
品
券
の
事
務

作
業
を
行
う
職
員
の
人
件
費
は
商

工
会
議
所
が
負
担
し
て
い
る
。
商

工
会
議
所
の
加
入
事
業
者
は
年
会

費
を
支
払
っ
て
い
る
の
で
、
人
件

費
相
応
の
負
担
を
し
て
い
る
が
、

未
加
入
事
業
者
は
そ
の
よ
う
な
負

担
が
な
い
た
め
、
不
公
平
が
生
じ
、

未
加
入
事
業
者
か
ら
参
加
登
録
料

と
事
務
手
数
料
を
多
く
徴
収
す
る

こ
と
は
妥
当
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員

公
園
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

る
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、
市
民
の
自

主
的
な
取
り
組
み
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

基
本
的
な
方
向

性
に
つ
い
て
は
「
わ
ら
び
健
康
ア

ッ
プ
計
画
」
で
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
自
主
的
な
市
民
の
取
り
組

み
を
全
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
市
民
か
ら
の
健
康
へ
の

質
問
な
ど
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

場
合
に
答
え
る
な
ど
支
援
し
た
い
。

議
員

介
護
予
防
事
業
の
「
ず
っ

と
健
康
教
室
」
に
つ
い
て
。
制
度

変
更
に
伴
っ
て
募
集
条
件
等
が
変

更
に
な
っ
た
た
め
に
、
介
護
要
望

と
し
て
必
要
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
の
に
受
け
ら
れ
な
い
人
が
発
生

し
た
。
参
加
者
の
限
定
や
抽
選
、

定
員
の
拡
大
な
ど
、
改
善
が
必
要

で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

昨
年
ま
で
は
リ

ス
ク
の
高
い
方
を
把
握
し
案
内
を

行
っ
て
い
た
が
、
今
年
度
は
制
度

改
正
に
伴
い
、
全
て
の
高
齢
者
を

対
象
に
参
加
者
を
広
く
募
集
し
た
。

そ
の
結
果
、
予
想
を
上
回
る
多
く

の
申
し
込
み
と
な
っ
た
も
の
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
提
案
の
あ
っ
た

方
法
も
含
め
対
応
を
検
討
す
る
。

議
員

国
の
制
度
に
問
題
は
あ
る

が
、
市
の
対
応
で
補
う
見
地
か
ら
、

年
齢
な
ど
を
基
準
に
、
よ
り
必
要

と
す
る
人
た
ち
が
優
先
し
て
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
細
か
な
対
応

を
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

議
員

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

定
を
締
結
し
た
事
業
者
等
と
の
日

常
的
な
連
携
は
ど
の
よ
う
か
。
ま

た
、
社
協
な
ど
が
行
っ
て
い
る
高

齢
者
等
を
対
象
と
し
た
見
守
り
活

動
と
一
元
化
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
ど

う
か
。
当
面
、「
見
守
り
」
の
広
報

紙
な
ど
を
発
行
す
る
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長

市
の
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
各
担
当
課
が
業

務
上
か
か
わ
り
の
あ
る
事
業
者
等

と
協
定
を
締
結
し
て
い
て
、
連
携

は
取
れ
て
い
る
。
市
の
事
業
と
社

協
の
取
り
組
み
で
は
目
的
が
異
な

る
が
、
連
携
す
る
こ
と
で
地
域
福

祉
の
さ
ら
な
る
向
上
が
図
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
地
域
住
民
や
事
業

者
等
の
参
加
促
進
へ
、
広
報
蕨
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
。

議
員

「
み
ん
な
で
無
理
な
く
見

守
る
」
と
の
考
え
方
で
、
市
民
や

町
会
、
業
者
な
ど
が
連
携
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。そ
こ
で
は
、「
見
守
り
活
動
」

の
広
報
紙
を
通
し
て
、
地
域
み
ん

な
で
見
守
る
体
制
が
市
民
に
示
さ

れ
て
い
る
。
市
民
に
広
く
協
力
を

求
め
て
い
け
る
よ
う
要
望
す
る
。

ほ
か
に

「
公
園
の
管
理
」
に
つ

い
て
質
問
。

運
動
な
ど
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
支
援
に
つ
い
て

すずき　さとし

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
解
決
の
た

め
に
、
朝
鮮
学
校
補
助
金
の
廃
止
を

ほや　たけし

○より詳細な内容は蕨市ホームページの「蕨市議会」からご覧になることができます。

健康や介護予防の教室には毎回多くの市民が参加（ピンシャン教室）

高
齢
者
な
ど
へ
の
見
守
り

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

ほ
か
に

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長
公
約「
錦
町
区
画
整
理
の

促
進
」と
は
、
具
体
的
に
は

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

に
つ
い
て

蕨市にも２人の特定失踪者がいる

議
員

教
育
部
長

教
育
部
長

議
員

議
員

議
員

都
市
整
備
部
長

市
民
生
活
部
長
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議
員

留
守
家
庭
児
童
指
導
室
の

運
営
に
つ
き
、
夏
休
み
等
長
期
休

暇
中
の
保
育
時
間
開
始
の
前
倒
し

が
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

保
護
者
か
ら
の

要
望
も
あ
り
、
検
討
す
べ
き
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
指

導
員
の
勤
務
条
件
の
変
更
を
伴
う

も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
現
行
の
勤

務
条
件
に
お
い
て
も
、
退
職
等
の

理
由
に
よ
り
、
指
導
員
を
追
加
で

募
集
す
る
際
に
確
保
に
困
難
を
伴

う
状
況
で
あ
り
、
早
急
な
実
施
は

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

こ
こ
何
年
か
で
認
可
保
育

園
も
増
や
し
て
、
そ
の
ま
ま
小
学

校
に
進
学
す
れ
ば
、
留
守
家
庭
児

童
指
導
室
に
預
け
る
人
も
増
え
て

い
き
、
夏
休
み
期
間
中
に
開
室
時

間
の
8
時
半
よ
り
早
く
預
け
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
は
今
後
も
減
る
こ

と
は
な
い
と
思
う
。
指
導
員
を
確

保
す
る
た
め
に
、
指
導
員
の
待
遇

向
上
の
検
討
な
ど
、
引
き
続
き
必

要
な
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

議
員

首
都
直
下
地
震
等
想
定
さ

れ
る
巨
大
地
震
発
災
時
に
、
本
市

に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
液
状
化
被

害
及
び
対
策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

埼
玉
県
地
震
被

害
想
定
調
査
に
よ
る
と
、
東
京
湾

北
部
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
液

状
化
が
生
じ
る
可
能
性
は
、
市
域

の
44
％
で
高
い
、
31
％
で
や
や
高

い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
建
物
被

害
に
つ
い
て
は
、
液
状
化
に
よ
る

全
壊
数
が
171
棟
、
半
壊
数
が
281
棟

と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

対
策
と
し
て
は
、
液
状
化
危
険

度
の
高
低
を
あ
ら
わ
し
た
液
状
化

マ
ッ
プ
を
含
む
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
配
布
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、

個
人
や
事
業
者
が
宅
地
造
成
や
新

規
開
発
を
行
う
際
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

議
員

巨
大
地
震
等
の
災
害
時
に

お
い
て
、
最
低
限
通
行
を
確
保
す

べ
き
道
路
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長

埼
玉
県
が
国
道

17
号
線
を
第
1
次
特
定
緊
急
輸

送
道
路
、
県
道
川
口
・
上
尾
線
を

第
1
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
防
災
拠

点
を
結
ぶ
道
路
は
、
災
害
時
の
輸

送
路
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

議
員

災
害
時
の
輸
送
路
周
辺
の

建
物
に
対
す
る
耐
震
診
断
や
耐
震

化
促
進
に
向
け
た
支
援
を
検
討
す

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

埼
玉
県
で
は
、

こ
の
緊
急
輸
送
道
路
に
対
し
て
、

既
に
補
助
制
度
等
も
設
け
て
実
施

し
て
い
る
。
市
内
の
輸
送
路
に
つ

い
て
は
、
制
度
の
拡
充
等
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

議
員

市
内
の
通
学
路
、
公
園
、

商
店
街
、
公
民
館
等
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
犯
罪

の
抑
止
に
つ
な
が
る
の
で
、
順
次

取
り
つ
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

商
店
街
で
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
場
合
に
利
用

で
き
る
補
助
制
度
は
、
7
つ
の
商

店
街
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
先
行
し
て
取
り
組
ん
だ
商
店

街
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
後
に

犯
罪
の
発
生
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
犯
罪
抑
止
力
と
し
て
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
街
頭
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
災
害
時

に
も
利
用
で
き
る
も
の
を
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

電
気
や
通
信
用

ケ
ー
ブ
ル
な
ど
が
利
用
で
き
な
い

災
害
時
に
も
、
カ
メ
ラ
に
よ
り
情

報
収
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
維
持
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
費
用

面
も
勘
案
し
調
査
・
研
究
し
た
い
。

議
員

災
害
時
に
窓
ガ
ラ
ス
等
で

け
が
を
防
ぐ
た
め
の
飛
散
防
止
フ

ィ
ル
ム
を
小
・
中
学
校
や
公
民
館

等
の
公
共
施
設
に
は
張
る
べ
き
と

思
う
が
、
本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

教
育
長

小
・
中
学
校
や
公
民
館

等
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
の
窓
ガ

ラ
ス
等
の
防
災
対
策
と
し
て
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
の
一
定
の
有
効
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
耐
久
性
の

問
題
や
多
大
な
費
用
が
必
要
と
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
施
設
の
老
朽

化
、
長
寿
命
化
対
策
の
一
環
と
し

て
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
も
踏
ま

え
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

議
員

市
民
に
対
し
、
危
険
ド
ラ

ッ
グ
の
啓
発
運
動
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

市
広
報
へ
の
掲

載
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
危
険

ド
ラ
ッ
グ
等
の
薬
物
に
関
す
る
市

民
へ
の
理
解
と
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

国
、
県
や
関
係
機
関
と
協

議
を
し
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
対
し
、

販
売
を
含
む
防
止
対
策
条
例
を
策

定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

埼
玉
県
で
は
、

「
埼
玉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
を
本
年
4
月
よ
り

施
行
し
て
い
る
。
市
で
条
例
を
制

定
し
た
場
合
、
薬
物
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
現
状
と
し
て
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
お
り
、
国
や
県
の
施

策
に
協
力
し
な
が
ら
、
危
険
ド
ラ

ッ
グ
等
薬
物
乱
用
防
止
に
向
け
た

効
果
的
な
啓
発
に
努
め
た
い
。

犯
罪
の
抑
止
に
つ
な
が
る

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
を

おおいし　こういち

学
童
保
育
室
の

開
室
時
間
前
倒
し
を

おおしま　こういち

○ここに掲載されている質問と答弁の内容は要約しています。

液
状
化
対
策
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

災
害
時
の
輸
送
路
確
保
に

つ
い
て

議
員

都
市
整
備
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

災
害
時
の
窓
ガ
ラ
ス
飛
散

防
止
対
策
に
つ
い
て

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

留守家庭児童指導室のさらなる充実を求める

子どもたちの安全のために通学路への防犯カメラの設置検討を
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議
員

今
年
度
、
県
の
健
康
長
寿

埼
玉
モ
デ
ル
市
に
決
定
し
た
が
、

本
市
が
選
ん
だ
モ
デ
ル
事
業
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

健
康
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
へ
の
周
知
・
啓
発
を
図
り
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
と

い
っ
た
意
識
の
醸
成
や
自
発
的
な

活
動
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

継
続
し
て
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と

判
断
し
た
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有

酸
素
運
動
を
実
施
す
る
。

議
員

県
の
推
奨
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
が
、
本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
事

業
展
開
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
で
は
、
こ

の
事
業
を
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
筋

力
ア
ッ
プ
で
健
康
密
度
も
日
本
一

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
名
称
を

つ
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。
県

の
推
奨
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
拠
点
と
な
る
仮
称
・
健
康
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
民
間
と
の
協
働
に
よ

っ
て
設
置
す
る
計
画
で
あ
り
、
蕨

市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

こ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

健
康
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
く
た

め
に
、
モ
ニ
タ
ー
以
外
の
市
民
の

方
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

血
圧
や
体
脂
肪
な
ど
の
各
種
測
定

も
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

従
来
の
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
と

い
う
形
か
ら
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
た
が
、
大
き

く
変
わ
っ
た
こ
と
は
何
か
。

市
民
生
活
部
長

最
大
の
変
化
は

Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
基
づ
き
、
通
報
、

保
護
命
令
へ
の
関
与
及
び
証
明
書

発
行
の
業
務
を
み
ず
か
ら
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
被
害
者

へ
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
可
能

と
な
り
、
支
援
内
容
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
相
談
窓
口
が
明
確
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
相
談
に
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
潜
在
的
な
被
害

者
か
ら
の
相
談
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

議
員

認
知
症
の
方
と
そ
の
ご
家

族
の
方
を
地
域
で
支
え
て
い
く
必

要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
で
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
1
千
人
以
上
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て

お
り
、
30
年
度
ま
で
に
1
千
200
人

の
養
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。
今

後
も
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理

解
や
支
援
の
輪
を
地
域
に
広
め
、

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員

市
民
の
要
望
が
高
い
バ
ス

停
に
は
、
ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
ほ

し
い
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

バ
ス
停
に
つ
い

て
は
ル
ー
ト
の
見
直
し
に
伴
い
、

移
動
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
併

せ
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員

西
ル
ー
ト
は
長
く
て
市
役

所
に
行
く
の
に
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
る
。
南
町
4
丁
目
に
も
バ
ス
を

乗
り
入
れ
て
ほ
し
い
。
駅
前
商
店

街
に
も
バ
ス
を
通
し
て
ほ
し
い
等
、

市
民
か
ら
の
要
望
を
ど
の
よ
う
に

取
り
上
げ
改
善
し
て
い
け
る
考
え

か
。
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長

多
く
の
市
民
か
ら
ル
ー
ト

改
善
の
要
望
を
も
ら
っ
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

を
含
め
て
、
バ
ス
を
4
台
へ
増
や

し
て
逆
回
り
を
つ
く
り
、
ル
ー
ト

拡
充
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
状

況
は
ど
う
か
。

教
育
長

昨
年
度
の
年
間
30
日
以

上
欠
席
の
あ
る
不
登
校
児
童
・
生

徒
数
は
小
学
校
8
名
、
中
学
校
33

名
。
今
年
度
は
、
日
々
草
学
級
に

2
名
が
在
籍
し
て
い
た
が
、
2
名

と
も
学
校
に
復
帰
を
し
た
。
さ
わ

や
か
相
談
室
へ
は
10
名
が
登
校

し
て
い
る
。

議
員

専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た

人
的
配
置
が
必
要
。
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
及
び
、

相
談
し
や
す
い
窓
口
と
し
て
教
育

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

配
置
で
き
る
よ
う
県
に
要
望
し
て

い
く
。
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
、

場
所
に
つ
い
て
は
関
係
部
局
と
調

整
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
向
に

向
け
て
考
え
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

議
員

市
民
が
通
え
る
近
隣
へ
の

公
立
夜
間
中
学
の
設
置
を
検
討
で

き
な
い
か
。

教
育
長

必
要
性
は
感
じ
て
い
る

が
、
設
置
に
向
け
た
課
題
が
多
く

あ
る
。
義
務
教
育
未
修
了
者
を
出

さ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
共
に
、

夜
間
中
学
に
つ
い
て
は
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

議
員

市
民
が
相
談
や
検
診
に
お

と
ず
れ
や
す
い
施
設
へ
と
さ
ら
な

る
工
夫
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

健
康
福
祉
部
長

今
後
、
空
調
な

ど
館
内
改
修
工
事
の
計
画
の
中
で
、

案
内
板
の
設
置
等
に
つ
い
て
は
利

用
者
の
意
見
を
聞
き
、
気
持
ち
よ

く
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設

と
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

ほ
か
に

「
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
推
進

事
業
」
に
つ
い
て
質
問
。

市
民
の
願
い

コ
ミ
バ
ス
の
ル
ー
ト
改
善
を
求
め
る

やまわき　のりこ

健
康
長
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

まえかわ　やすえ

○より詳細な内容は蕨市ホームページの「蕨市議会」からご覧になることができます。

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

認
知
症
施
策
の
推
進
に

つ
い
て

健康アップステーションが設置される予定の
埼玉りそな銀行蕨支店

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
状
況
と

公
立
夜
間
中
学
の
設
立
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー
を
市
民
に
わ
か
り
や

す
く
さ
ら
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い

さらに利用しやすくなるコミュニティバス「ぷらっとわらび」

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

市
長

議
員

議
員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

ほ
か
に
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議
員

日
々
の
く
ら
し
の
中
で
町

会
が
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き

く
、
重
要
性
は
極
め
て
高
い
。
こ

れ
か
ら
も
町
会
活
動
を
よ
り
活
性

化
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
地
域

の
声
に
こ
た
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
あ
る
町
会
で
は

そ
の
活
動
の
拠
点
と
な
る
町
会
会

館
が
私
有
物
で
あ
り
、
今
後
建
て

か
え
る
と
き
は
別
の
場
所
に
建
築

す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
町
会

会
館
建
設
に
か
か
わ
る
市
・
県
の

補
助
金
制
度
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

埼
玉
県
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
特
別
整
備
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
の
規
定
に
基
づ
く
町

会
会
館
の
新
設
及
び
改
築
は
、
1

千
万
円
の
範
囲
で
交
付
す
る
。
ま

た
、
県
要
綱
の
対
象
以
外
の
町
会

会
館
の
増
改
築
や
修
繕
に
つ
い
て

は
、
新
築
後
10
年
以
上
経
過
し
た

建
物
で
、
か
つ
事
業
実
施
に
要
す

る
経
費
が
200
万
円
以
上
で
あ
る

場
合
は
、
補
助
対
象
経
費
の
3
分

の
1
以
内
で
200
万
円
を
限
度
に

補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
員

「
蕨
市
民
公
園
」
の
駐
車

場
を
有
料
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

公
園
を
利
用
さ

れ
る
方
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
、
利
用
の
抑
制
に
つ
な
が
る

こ
と
や
周
辺
で
の
違
法
駐
車
も
増

え
る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
今
後

の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

議
員

蕨
駅
東
口
周
辺
の
環
境
整

備
に
つ
い
て
、
塚
越
商
店
会
へ
の

支
援
策
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長

平
成
23
年
度
か

ら
行
っ
て
い
る
「
あ
さ
が
お
・
ほ

お
づ
き
市
」
へ
の
支
援
を
、
26
年

度
か
ら
は
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
創

出
・
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
委
託
料
を
増
額
し
て
い
る
。
ま

た
、
塚
越
商
店
会
が
実
施
し
た
商

店
街
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
、
商
店
街
街
路
灯

の
電
気
料
に
対
す
る
補
助
を
行
う

な
ど
、
商
店
会
の
負
担
軽
減
を
図

っ
て
お
り
、
今
後
も
支
援
を
継
続

す
る
。
さ
ら
に
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
で
は
塚
越
商
店
会

が
実
施
主
体
と
な
り
、
実
施
す
る

事
業
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

で
、
市
も
協
力
し
、
事
業
の
具
体

化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

緑
川
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
清
掃
活
動
の
支
援
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

河
川
を
管
理
し

て
い
る
埼
玉
県
で
は
、「
川
の
国

応
援
団
美
化
活
動
団
体
」
と
い
う

登
録
制
度
が
あ
り
、
美
化
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
て
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
胴
長
靴
、
た

も
網
な
ど
の
用
具
の
貸
し
出
し
の

ほ
か
、
軍
手
や
ご
み
袋
の
支
給
も

さ
れ
る
の
で
、
こ
う
し
た
制
度
を

有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
ご
案
内
し
て
い
き
た
い
。

町
会
（
自
治
会
）へ
の

支
援
策
に
つ
い
て

かわしま　よしのり

塚
越
地
区
の
課
題
に
つ
い
て

町会活動への支援の充実を（塚越5丁目会館）

議
員

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

都
市
整
備
部
長

市
民
生
活
部
長

議
員

都
市
整
備
部
長

9月定例会からインターネットによる

議会中継が始まります !!
いよいよ本市議会でも９月定例会より、イン

ターネットによる本会議の議会中継（ライブ中
継・録画放映）がスタートします。普段、議会
の傍聴のために市役所にいらしていただくのが
難しい方でも、ご自宅等のパソコンでいつでも
簡単に視聴することができますので是非ご覧く
ださい。

ライブ中継
・ライブ中継はリアルタイムで本会議の模様を
ご覧いただくことができます。

録画放映
・録画放映はライブ中継終了後、概ね７日程度で
本会議の模様をご覧いただくことができます。

快適にご覧いただくために
視聴者の皆様に快適に議会中継をご覧いただくために、
下記の環境で視聴されることをおすすめします。
■OS
PC：Windows XP、Vista、Windows7、Windows8、

MacOSX
iPhone：iOS3～iOS7
Android：Android 1.X～4.X
■ブラウザ
Internet Explorer 8以降、Firefox、Safari、Opera、
Chrome
（※CookieとJavascriptを有効にして下さい。）
■Flash Player
PC：Flash Player Ver10.3以上が必要です。
Android、iPhone：不要
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政務活動費の執行状況をお知らせします
平成26年度に各会派に交付された政務活動費の執行状況は次のとおりです。蕨市議会では使途

の透明性を高め、各会派の活動内容を明らかにするために収支報告書を公開しています。（議員1

人あたり月額33,000円の政務活動費が交付されました。）

平成26年度政務活動費収支報告

交　　　　 付　　　　 額 3,168,000 1,584,000 1,188,000 792,000  
１　調 査 研 究 費 722,420 0 232,385 138,090 
２　研　　　修　　　費 393,780 93,272 0 0 
３　広　　　報　　　費 1,511,957 575,462 92,232 252,434 
４　広　　　聴　　　費 0 404,294 0 0 
５　資 料 作 成 費 218,211 159,311 595,578 183,559 
６　資 料 購 入 費 408,697 166,478 283,914 365,163 
７　人　　　件　　　費 0 0 0 0 
８　事 　 務 　 所 　 費 0 0 0 0 
支　　　　 出　　　　 額 3,255,065 1,398,817 1,204,109 939,246 
返　　　　 還　　　　 額 0 185,183 0 0

新生会 日本共産党 公明党 民主党
（８人） （４人） （３人） （２人）

会　派　名
項　　目

※日本共産党は185,183円を返還済みです。

住
　
　
所 

氏
　
　
名 

印 

○
○
○
に
関
す
る
請
願
名
簿 

　
○
○
○
に
関
す
る
請
願 

 

要
旨 

　
○
○
○
○
○
…
…
…
…
。 

 

理
由 

　
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

　
○
○
○
…
…
…
…
。 

（
文
例
） 

○
○
○
に
関
す
る
請
願 

 

　
　
請
願
者（
代
表
者
）住
所 

　
　
　
　
氏
名
　
　
　
　
　
� 

　
　
　
　
　
他
　
　
　
　
名 

 

　
　
　
紹
介
議
員 

　
　
　
　
氏
名
　
　
　
　
　
� 

 

蕨
市
議
会 

　
議
長
　
○
○
○
○
　
殿 

請
願
（
表
紙
） 

請願と陳情の提出方法
請願・陳情は①～⑥の必要事項

を記入して作成し、議会事務局に
ご提出ください。提出時期はいつ
でもかまいませんが、当該定例会
にかかるものは事務処理の都合
上、定例会召集日の９日前（当日
が休日にあたる場合は、休日直前
の平日）の午後５時で締切となり
ます。詳細は議会事務局へお問い
合わせください。

①請願・陳情の件名
②議会事務局への提出年月日
③あて名（蕨市議会議長）
④請願・陳情者の住所・氏名・押
印（複数人で提出する場合は代
表者を決めてください）

⑤請願の場合のみ、１名以上の紹
介議員の署名・押印

⑥要旨・理由等（内容は簡潔明瞭
にお願いします）

９月定例会の日程（予定）

傍聴に来てみませんか？
※議会の都合により日程は変更になる場合があります。
【問い合わせ】
４階　議会事務局　電話（433）7733（ダイヤルイン）

８月31日b 開　　会

９月４日f 質　　疑

７日b 委 員 会

８日c 〃

９日d 〃

10日e 〃

11日f 委 員 会

14日b 〃

24日e 一般質問

25日f 〃

28日b 〃

30日d 閉　　会

議会だより編集委員会を開催しました

７月３日「９月発行号の概要について」

７月22日「正副委員長の互選等について」

８月14日「９月発行号の最終確認について」

（単位：円）
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編
集
後
記 

　
８
月
31
日
に
開
会
す
る
９
月

定
例
会
か
ら
、
本
会
議
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
は
、
本
会
議
を
傍
聴

し
な
い
と
議
論
の
詳
細
が
わ
か
ら

ず
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
一
般
質

問
は
一
人
28
分
し
か
放
映
さ
れ

な
い
た
め
、
よ
り
白
熱
し
た
議
論

が
展
開
さ
れ
る
２
回
目
以
降
の
議

員
の
発
言
は
、
ほ
ぼ
放
映
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
度

は
本
会
議
の
一
部
始
終
が
公
開
さ

れ
ま
す
。
議
員
も
緊
張
す
る
で

し
ょ
う
。 

　
９
月
定
例
会
は
決
算
な
ど
多
く

の
議
案
が
審
議
さ
れ
る
の
で
、
一

般
質
問
の
他
に
、
議
案
質
疑
が
中

継
さ
れ
る
こ
と
も
有
意
義
で
す
。

特
に
、
決
算
認
定
議
案
に
対
す
る

質
疑
で
は
市
政
全
般
を
扱
う
の
で
、

市
政
の
理
解
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。 

　
本
会
議
の
傍
聴
が
難
し
い
方
は
、

ぜ
ひ
ネ
ッ
ト
中
継
を
ご
覧
下
さ
い
。 

　
委
員
長
　
　
大
石
　
幸
一 

　
副
委
員
長
　
梶
原
　
秀
明 

　
委
員
　
　
　
大
石
　
圭
子 

　
　
　
　
　
　
榎
本
　
和
孝 

　
　
　
　
　
　
松
本
　
　
徹 

　
　
　
　
　
　
三
輪
か
ず
よ
し 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

①錦町1－2－17
②446－2093
③蕨市公明党
④７回　　⑤18番

松
本
　
　
徹

①南町2－31－14
②446－3129
③日本共産党蕨市議会議員団
④５回　　⑤13番

山
　
　
紀
子

①北町1－21－19
②447－1928
③日本共産党蕨市議会議員団
④４回　　⑤８番

梶
原
　
秀
明

①中央5－10－16
②433－9887
③新生会
④１回　　⑤３番

古
川
　
　
歩

①中央2－13－20
②431－3205
③新生会
④５回　　⑤17番

今
井
　
良
助

①中央1－33－4
②432－2450
③蕨市公明党
④３回　　⑤12番

大
石
　
幸
一

①中央5－9－7
②444－6957
③日本共産党蕨市議会議員団
④４回　　⑤７番

鈴
木
　
　
智

①北町1－19－21
②431－6670
③無所属
④２回　　⑤２番

榎
本
　
和
孝

①塚越5－51－21
②444－0658
③新生会
④４回　　⑤16番

比
企
　
孝
司

①南町3－11－4
②443－9110
③蕨市公明党
④３回　　⑤11番

高
橋
　
悦
朗

①中央1-17-30-2-1203
②446－3740
③新生会
④２回　　⑤６番

前
川
や
す
え

①錦町5－1－8
②211－0922
③日本共産党蕨市議会議員団
④１回　　⑤１番

み
や
し
た
奈
美

①北町3－4－27
②443－2965
③新生会
④３回　　⑤15番

池
上
　
智
康

①南町1－41－1
②442－4929
③新生会
④３回　　⑤10番

三
輪
か
ず
よ
し

①錦町4－4－9
②443－7665
③新生会
④２回　　⑤５番

保
谷
　
　
武

①北町1－29－17
②432－2814
③民主党わらび
④８回　　⑤14番

一
関
　
和
一

①中央2－28－2
②446－4116
③新生会
④２回　　⑤９番

小
林
　
リ
キ

①塚越7－7－18
②431－0431
③新生会
④１回　　⑤４番

大
石
　
圭
子

①住　　所
②電話番号
③会　　派
④当選回数
⑤議席番号

議

員

氏

名

議
員
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。




